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要旨：奈良県の林業が抱える問題を通して、持続可能な社会を創るために必要なものはなにかを考える。その中でも、
吉野林業の故郷の一つである黒滝村にフォーカスする。黒滝村の産業を支える林業などの第一次産業の就業人口や生
産額が少ないことは持続的な社会を維持する上で大きな問題と考え、環境や、経済的利益以外に価値を見いださせる。
ESDで育てたい価値観として、人と環境との関係を紐解く中で　｢経済活動において環境を優先する価値観｣「社会生
活において環境を優先する価値観」「自然環境を保護する価値観｣ の三つに重点を置いて考えたい。
多面的・多角的な視点で奈良県の課題を見つめることで、問題の ｢自分事化｣ ができる。

キーワード：ESD(持続可能な開発のための教育 )　 Education for Sustainable Development
　　　　　　SDGs　Sustainable Development Goals
　　　　　　林業　forestry　　　　
　　　　　　地域振興　Regional promotion

１．はじめに

　本研究の目的は、ESDで育てたい価値観 (中澤ほか、
2014)として、人と環境との関係を紐解く中で　｢経済
活動において環境を優先する価値観｣「社会生活におい
て環境を優先する価値観」「自然環境を保護する価値観｣
の育成に寄与することである。
　本研究では、奈良県の第一次産業を取り上げる。奈良県
の第一次産業は平成 27年度の就業者数で示すと 2.6％ (奈
良県総務部知事公室統計課 2017)、金額にすると 0.6％ (奈
良県統計協会 2019)と非常に少ない。しかし、吉野杉に代
表される林業や、大和郡山の金魚など、日本有数の知名度
を誇るものもある。また、奈良県だけでなく、日本や世界
でも第一次産業の就業人口や生産額が少ないことは持続的

な社会を維持する上で大きな問題と考えられる。経済活動
を優先するあまり、様々なものが置き去りにされている現実
を目の当たりにし ｢このままでいいのだろうか？｣ という問
いを生徒自身からうみださせる。うみだされた疑問から環
境や、経済的利益以外に価値を見いださせることができる。
　特に、地域産業の一つである林業に着目する。吉野杉に
代表される奈良県の林業は、地理の教科書でも従来から取
り上げられることが多い。しかし、古くからの産業である
ことと、外国産の安い木材との競争で衰退していることに
焦点が当てられており、重要ながらも生徒は自分事として
考えづらい状況にある。建築資材としての価値だけではな
く、エネルギー資源などとしての価値もあるため、価格低
迷にあえぐ林業の課題を地理的視点・歴史的視点・公民的
視点から捉えさせる。奈良県の課題を中学 3年間の学習を
通して、多面的・多角的な視点で見つめることで、問題の
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｢自分事化｣ ができる。また、大学生と中学生が共に学ぶ
場を設定することで、次世代の教員養成の一助としたい。

２．3年間の社会科の学習を通して

　林業の学習は、中学校段階においては 1年次におけ
る社会科地理的分野で実施される事が大半である。しか
し、地理の学習を通して得られる知識や学びの深さは十
分ではない。特に生徒の発達段階が進むにつれて、思考
力や着目点が大きく変化するはずである。また、地理的
な問題の捉え方だけでは、奈良県の林業の課題や、これ
からの持続性について考えるのには十分な知見を得るこ
とができない。そのため、歴史や公民でも取り扱うよう
にし、多面的・多角的な学習を進めることにした。それ
により、1年から 3年まで、同じ課題に発達段階に応じ
て取り組みを行うことで、理解の深まりを期待した。

３．アンケートの結果から

　林業については小学校でも学習しており、どのような
内容を学習しているかの把握と、中学校での学習を通し
てどの程度の知識が定着しているのかを確認するために
各学年でアンケート (1年 123名、2年 116名、3年 131

名回収 )を行った。アンケートの結果は次の通りである。
　アンケートの結果、ほとんどの生徒が小学校で林業につい
て学習している事が確認された。奈良教育大学附属中学校
へは附属小学校から進学する生徒が約半数おり、川上村の
学習経験（河本ほか、2016）の有無とほぼリンクすることから、
小学校での学習は附属小学校以外では川上村の吉野林業等
については実施されていない学校が多いと考えられる。また、
奈良県の林業についてどのようなことを知っているかを確認
した所、第一次産業のステレオタイプ的な課題である高齢化
や、後継者不足をあげる生徒も多かった。また、吉野杉とい
う言葉は知っているけれども、製品化される工程や内容は覚
えていないことが多いことがわかった。奈良県の一次産業の
中では全国的な知名度があり、教科書でも取り上げられてい
る吉野杉や吉野林業の魅力を生徒たちが理解していないの
である。奈良県の林業の課題もアンケートで確認すると、学
年によって有意な差が見られた。一年生では、割り箸を使う
こと自体が環境に良くないと考える生徒が多く、国産の割り
箸であっても使わない方が良いと答えた生徒も多かった。各
学年のこうしたギャップを減らすための実践を行った。

４．1．1年生の実践
　一年生のアンケート結果から、割り箸を題材として持
続可能な林業を実現するために自分たちでできることを
考えさせることとした。

　実践の授業を終えての生徒の感想を以下に記載する。
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　割り箸に対する捉え方が、高い安いという価格だけで
なく、木の香りや国産材ということに価値を見いだす生
徒が多く見られた。
　学習後に、同じアンケートを取った結果を以下に記載する。

　アンケートの結果を比較すると、割り箸は国産のもの
であれば使うようにすると答えた割合が 2割以上上昇し
た。また林道の整備や、伝統的な林業の活性化なども 1
割以上増加したことから、日本の林業への評価が見直さ
れたり、活性化をしなければいけないという変化があっ
たと考えられる。生徒の中に「社会生活において環境を
優先する価値観」が育まれた。しかし、それ以上の大き
な変化を見せたのが、もっと安く木を売れるように工夫
をするであった。学習前は 19.5％、学習後は 48.8％と
倍増している。奈良県産の割り箸を使いたいかを経済面
から聞いたアンケートの結果を以下に記載する。

　高くても奈良県産の割り箸を購入すると答えた生徒
が 121名中 39人だったのに対し、中国産の割り箸と同
じ価格なら買うと答えたのが 69人と遙かに多い数字と
なった。国産材や林業の持続性の重要性は理解しながら
も、あくまでも価格が同じ場合に限られていた。
　生徒たちは中国産のものが安い理由を深く考えること
ができず、環境破壊を助長することになったり、現在は
購入できても、未来は購入できなくなるかもしれないと
いう持続可能性の有無を考えることができていないと感
じた。しかし、これらは中学 1年の段階で全てを理解
することは難しいので、経済的な部分と持続可能性につ
いては 3年生での学習で触れることにした。

４．２．2年生の実践
　持続可能な林業には、伝統的な林業の必要性について

はどの学年も高い結果となっている。しかし、奈良の林
業がいつから、どのような形で行われているのかを理解
している生徒は少ない。歴史の中で林業に触れることが
少ないために、理解が深まっていないのではないかと考
え、吉野杉について、黒滝村の林業を通して学習する事
とした。実践内容は以下の通りである。

　実践の授業を終えての生徒の感想を以下に記載する。

　林業の始まりが古いことを学習し、その持続性に気づ
く生徒が多く見られた。「自然環境を保護する価値観｣
に触れる事ができたと考える。

４．３．１．黒滝村オンライン交流会の実践記録
　3年生として学習する公民分野での実践は時期的に難
しく、今回はユネスコクラブとともに、黒滝村の人々と
を結び、その実情に迫ることとした。
　まず、中村から黒滝村の林業について概要の説明を
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行った。これに際しては、黒滝村から様々な資料を提供
していただき、有効な教材を提供できた。本校のユネス
コクラブは、様々な活動を通して、ESDに取り組んで
いる。その一環として、奈良の林業について、取り組む
ことにした。しかし、コロナ禍での活動は大幅に制限さ
れており、直接会いに行くことが難しく、オンラインで
の交流会の可能性を探ることとした。

４．３．２．黒滝村とのつながり
　黒滝村林業建設課の北村巨樹氏に交流会への協力を求
めたところ、快諾をいただき、森林組合とも同時に交流
できるように取り計らっていただいた。また、地元の林
業家の林氏にもお話を伺い、黒滝村における林業の現状
を知ることができた。
　林氏へのインタビューの一部を以下に記載する

　次に北村氏へのインタビューを以下に記載する

　２人からのインタビューから、黒滝村における林業の課

題が浮かび上がった。林氏はものを買うときの価値観が
かわり、安く買えたことが自慢になっていることを指摘し
ている。このことは社会全体の価値観の変容を表してい
ると感じた。また、黒滝村の産業を古くから支える林業
でありながら、関わっている人々が村外者が多く、地元の
意見が反映されていないと感じていることがわかった。
　北村氏は、過疎や高齢化の問題解決には村外者を呼び
入れ、村の活性化を図ろうとされている。また、新たな
移住者に経済的な安定をもたらすために地域おこし協力
隊を多く受け入れ、さらに森林組合に就職する、木工細
工の制作に関わらせるなど、これまでの産業を守りなが
ら、雇用も生み出す工夫が行われていた。特に、吉野杉
の活用には非常に強い意志を感じた。飛騨家具とのコラ
ボ商品はダイニングテーブルと椅子のセットになると
100万円近いものもあり、吉野杉のブランドを損なわず
に、価値を高めるのだという意気込みを感じた。

５．ユネスコクラブでの実践

　ユネスコクラブの生徒たちと、アンケート結果を見て、
｢林業に取り組む人をもっと増やすべきと考えている意
見が多い｣・｢伝統的な林業は環境に優しいと思う人がど
の学年でも多く、環境への配慮と伝統林業の保持の両方
を兼ね備えている。｣ という意見が出された。
　そうした課題をまとめるためには、生徒たち自身が質
問をブラッシュアップさせないといけないが、コロナ禍
のためにグループワーク等が難しい。そこで、JAMボー
ドを用いて、意見をまとめたり相談することとした。
　ＪＡＭボードは様々な教科で、授業内でも活用されてい
るため、生徒たちは比較的スムーズに取り組み、オンライン
交流会に向けての質問を完成させた。また、この交流会に
は奈良教育大学の社会科教育専修の学生 9名も参加した。

　以下、オンライン交流会の質疑応答の様子を記載する
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６．オンライン交流会と実践の成果

　生徒たちは、交流会までは奈良県の産業でありながら
自分とはかけ離れたものとして捉えているようであっ
た。しかし、交流会での質問を考える中で黒滝村につい
て自ら資料を調べ、興味関心が非常に深まったと感じら
れた。上述の質問項目にも、黒滝村の基本的データを自
ら調べ上げ、その上で質問を行うことができているのは
その証拠ではないだろうか。また、お金と人の流れに関
心を持つ生徒が多かった。自分がもしここで生活をする
のであればと考えたとき、収入や同じような年齢の人が

いるというのは非常に重要な事である。村外からの移住
者に若者が多く、そのほとんどが林業関係に就職してい
ることを森林組合の方から説明を受け、就職や移住のサ
ポートは行政が協力していることも聞くことができた。
生徒の中で、｢山村＝仕事がなくて老人しかいないから
住めない。｣ というイメージから脱却できたと考える。
これまで育まれてきた森を維持しながらも、材木を都市
に供給することで経済的にも自立していこうとする黒滝
村の取り組みに触れる事で ｢経済活動において環境を優
先する価値観｣ も育まれたと考える。黒滝村とのオンラ
イン交流会でも、黒滝産のものを原料にした商品が紹介
された。今までは、奈良県の商品という漠然とした感覚
だったものが、様々な人の思いや、社会環境の維持につ
ながるものとしての認識が非常に強まった。
　中学 3年間を通して、林業を中心にした実践を行っ
たが、生徒の価値観をある程度揺さぶることができたと
考える。特に、奈良県の林業についての理解が深まり、
学年が上がるごとに異なる価値観に触れることができた
と感じている。

７．今後の課題

　コロナ禍の中で、実地に赴くことが難しいが、本物に
出会うことは生徒たちにとっても有意義なものとなる事は
疑う余地もない。黒滝村との交流会でのやりとりでも、黒
滝村に是非見に来て欲しいと言っていただき、また林業
の現場はソーシャルディスタンスを取ることが比較的容易
なので現地へ生徒と大学生が共に出向く機会を設けたい。
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